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１
　
漱
石
と
林
鶴
梁
と
の
出
会
い

　

自
分
自
身
が
書
き
記
す
文
章
が
、
ど
う
い
う
言
葉
の
世
界
か
ら
生
ま
れ
た

か
を
考
え
る
時
、
若
い
頃
に
ど
う
い
う
文
章
に
接
し
て
い
た
か
は
、
興
味
深

い
問
題
に
違
い
な
い
。
夏
目
漱
石
の
、
見
事
な
近
代
の
知
性
溢
れ
る
文
章
の

生
成
を
考
え
る
時
、
談
話
で
は
あ
る
が
「
余
が
文
章
に
裨
益
せ
し
書
籍
」（
一

九
〇
六
・
三
・
一
五
「
文
章
世
界
」
創
刊
号
）
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
。

　

文
章
鍛
錬
上
に
最
も
多
く
裨
益
し
た
書
籍
、
文
章
と
、
特
に
挙
げ
て

い
ふ
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
先
づ
自
分
が
好
き
な
作
家
を
い
へ
ば
、
英

文
で
は
ス
チ
ブ
ン
ソ
ン
、
キ
ツ
プ
リ
ン
グ
、
其
の
他
近
代
の
作
家
で
あ

る
。
い
づ
れ
も
十
九
世
紀
の
初
め
頃
の
と
違
ひ
、
文
章
に
力0

が
あ
つ
て

間
緩
こ
く
な
い
。（
中
略
）
国
文
で
は
、
太
宰
春
台
の
『
独
語
』、
大
橋

訥
庵
の
『
闢
邪
小
言
』
な
ど
を
面
白
い
と
思
つ
た
。（
中
略
）
漢
文
で

は
亨
保
時
代
の
徂
徠
一
派
の
文
章
が
好
き
だ
。
簡
潔
で
句
が
締
つ
て

0

0

0

ゐ

る
。
安
井
息
軒
の
文
は
今
も
時
々
読
む
が
、
軽
薄
で
な
く
浅
薄
で
な
く

て
よ
い
。
ま
た
林
鶴
梁
の
『
鶴
梁
全
集
』
も
面
白
く
読
ん
だ
。

 

（
傍
点
中
島
）

　

明
治
以
前
の
文
章
に
つ
い
て
の
発
言
だ
が
、
漱
石
は
一
貫
し
て
文
章
の

「
力
」
を
重
視
し
て
い
る
。「
一
体
に
自
分
は
和
文
の
や
う
な
、
柔
か
い
だ
ら

だ
ら
し
た
も
の
は
嫌
ひ
で
、
漢
文
の
や
う
な
強
い
力

0

0

0

の
あ
る
、
即
ち
雄
勁
な

0

0

0

も
の
0

0

が
好
き
だ
」（
同
）
と
い
う
の
が
基
本
の
考
え
で
あ
る
。「
国
文
」
に
つ

い
て
、「
何
れ
も
子
供
の
時
分
に
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
」
と
あ
る
が
、

も
と
よ
り
十
代
の
後
半
以
降
の
、
文
章
や
文
学
に
目
覚
め
た
時
期
の
読
書
体

験
に
違
い
な
い
。

　

江
戸
中
期
の
文
人
太
宰
春
台
の
「
独
語
」
に
接
す
る
機
会
と
し
て
は
、
大

学
時
代
の
近
世
随
筆
文
学
の
繙
読
経
験
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
八
九
〇
年

（
明
治
二
三
）
九
月
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
科
に
入
学
し
て
か
ら
、
や

や
厭
世
的
な
気
分
が
続
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
刊
行
さ
れ
始
め
た
随
筆

叢
書
『
百
家
説
林
』
全
十
冊
（
一
八
九
〇
・
一
一
・
一
七
〜
一
八
九
二
・
二
・
二
〇
、

吉
川
半
七
）
を
継
続
購
入
し
た
よ
う
だ
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
「
漱
石

文
庫
」
に
は
、「
巻
九
」
ま
で
九
冊
現
存
し
て
い
る
（
各
冊
に
購
入
日
付
が
記

　

『
鶴
梁
文
鈔
』
と
い
う
書
物
か
ら

│
│ 

漱
石
と
荷
風
を
つ
な
ぐ
も
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│
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さ
れ
て
い
る
）。「
独
語
」
は
、「
巻
一
」
巻
頭
の
収
録
で
、
漱
石
は
一
八
九
一

年
一
月
二
日
に
購
入
し
て
い
る
。

　

云
ふ
た
き
こ
と
を
云
は
ぬ
は
。
腹
ふ
く
る
ゝ
わ
ざ
な
り
と
。
昔
の
人

の
云
へ
り
し
ハ
誠
な
り
。
さ
れ
ば
と
て
。
思
ふ
こ
と
云
ふ
べ
き
人
に
あ

ら
ね
バ
得
云
は
ず
。
云
は
ね
ば
。
今
も
腹
ふ
く
る
と
あ
れ
バ
。
只
そ
ら

む
き
て
ひ
と
り
ご
ち
て
。
腹
を
す
か
す
よ
り
外
の
こ
と
な
し
。

　

漢
文
の
持
つ
確
か
な
「
力
」
は
弱
い
が
、
か
え
っ
て
生
き
方
や
も
の
の
見

方
に
つ
い
て
、
中
身
で
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
司
馬
江
漢
の

「
春
波
楼
筆
記
」
に
強
く
惹
か
れ
た
経
験
も
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
文
章
は

七
月
三
十
日
に
購
入
し
た
「
巻
五
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る１
。

　

こ
こ
で
わ
た
く
し
が
注
目
し
た
い
の
は
、
幕
末
の
江
戸
の
文
人
林
鶴
梁
の

文
業
に
漱
石
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
談
話
で
は

「
鶴
梁
全
集
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
確
に
言
え
ば
、
林
鶴
梁
の
文
章
は
『
鶴

梁
文
鈔
』（
初
刊
一
八
六
七
刊
、
続
編
一
八
八
一
、
山
中
市
兵
衛
刊
）
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
漱
石
が
し
っ
か
り
し
た
文
集
を
繙
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

林
鶴
梁
の
名
は
、
漱
石
が
書
き
残
し
た
も
の
と
し
て
は
、『
文
学
論
』
の
た

め
の
ノ
ー
ト
、『
定
本
漱
石
全
集
』
第
二
十
一
巻
（
二
〇
一
八
・
八
・
九
、
岩
波

書
店
）
で
は
、「﹇
Ⅵ
７

﹈Realism
 and Idealism

 (Iluusion)

」
と
な
っ
て

い
る
ノ
ー
ト
に
、
次
の
一
行
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
原
文
横
書
き

を
縦
書
き
に
し
て
引
用
す
る
。

○
林
鶴
梁　

烈
士
喜
剣
ノ
碑
。
露
伴　

吁
吾
死
哉
…
…
皆
写
真
ナ
ラ
ズ

　

こ
の
直
前
に
、「
小
説
ヲ
分
ツ
テ
三
ト
ス　

incident, character, passion

而
シ
テ
第
一
ヲ
ト
ル
コ
ハ
読
者
ヲ
シ
テ
自
ラhero

ト
ナ
リ
テincident

ニ

遭
遇
セ
シ
ム
ル
為
ナ
リ
」
と
あ
り
、
あ
る
出
来
事
の
中
に
入
り
込
む
よ
う
な

感
情
の
動
き
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
。「
烈
士
喜
剣
ノ
碑
」
の
文
字
に
は
、

恐
ら
く
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
の
感
動
が
隠
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
「
烈
士
喜
剣
碑
」
と
い
う
文
章
が
、
林
鶴
梁
と
若
き
日
の
漱
石
を
つ
な
い

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
で
は
そ
の
文
章
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の

か
。「
烈
士
喜
剣
」
は
鹿
児
島
藩
士
村
上
喜
剣
で
、
祇
園
で
遊
ぶ
大
石
良
雄

を
訪
ね
、
本
心
を
試
そ
う
と
し
て
蛸
を
足
に
挟
ん
で
差
し
出
し
た
が
、
大
石

は
平
然
と
食
べ
内
心
を
明
か
さ
ず
、
後
日
討
ち
入
り
を
知
っ
た
喜
剣
が
自
分

の
不
明
を
恥
じ
て
大
石
の
墓
前
で
自
決
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
知
ら
れ

る
。
碑
文
を
鶴
梁
に
依
頼
し
た
が
、
実
際
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
鶴
梁
歿

後
、
一
九
四
〇
年
だ
っ
た
と
い
う
。
が
、「
喜
剣
者
。
不
詳
何
許
人
。
或
云
。

薩
藩
士
。
蓋
気
節
士
也
」
か
ら
始
ま
る
文
章
は
名
文
で
、
人
口
に
膾
炙
し
て

い
た
。
三
田
村
鳶
魚
「
快
男
児
喜
剣
」（
一
九
四
〇
・
六
・
一
七
「
大
日
」、『
江

戸
の
史
話
』〈
一
九
四
一
・
一
一
・
二
〇
、
大
東
出
版
社
〉
所
収
）
に
は
、「
私
共
の

少
年
の
頃
、
誰
も
彼
も
鶴
梁
文
鈔
を
読
み
ま
し
た
が
、
往
々
暗
誦
す
る
者
も

あ
つ
て
、
散
歩
の
途
中
な
ど
で
朗
々
と
得
意
に
読
み
立
て
も
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
烈
士
喜
剣
の
碑
文
は
名
文
で
、
一
番
愛
誦
さ
れ
ま
し
た
」
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。
島
崎
藤
村
や
柳
田
國
男
ら
が
、
興
が
乗
る
と
、
二
葉
亭

四
迷
『
あ
ひ
ゞ
き
』
の
一
節
を
口
に
す
る
の
と
同
じ
わ
け
だ
。

　

実
は
、「
烈
士
喜
剣
碑
」
は
、
明
治
時
代
に
は
、
中
学
校
の
文
部
省
検
定

済
の
「
漢
文
」
の
教
科
書
に
よ
く
採
択
さ
れ
て
い
た
文
章
な
の
で
あ
る
。
管

見
に
入
っ
た
も
の
で
は
、
国
語
漢
文
研
究
会
編
『
中
等
漢
文
読
本
』（
一
九

〇
一
・
三
・
二
三
訂
正
四
版
、
明
治
書
院
）
に
、
林
長
孺
の
名
前
で
、
返
り
点
や

送
り
仮
名
付
き
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
冊
に
は
、
も
う
一
つ
林
長
孺

「
静
古
館
記
」
も
載
っ
て
お
り
、「
漢
文
」
と
い
っ
て
も
安
井
息
軒
な
ど
の
日
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本
漢
文
も
多
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

吁
余
死
矣
。
夫
余
目
獣
視
良
雄
。
乃
我
目
之
罪
也
。
余
舌
獣
罵
良
雄
。

乃
我
舌
之
罪
也
。
余
足
獣
食
良
雄
。
乃
我
足
之
罪
也
。
余
心
獣
待
良
雄
。

乃
我
心
之
罪
也
。
一
身
皆
罪
。
吁
余
死
矣
。

　

リ
ズ
ム
を
持
っ
た
行
文
は
見
事
で
、誰
も
が
忘
れ
ら
れ
な
い
一
節
だ
。「
吁

余
は
死
せ
ん
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
を
、
口
に
す
る
若
者
は
多
か
っ
た
ろ
う
。
林

鶴
梁
は
、
文
中
で
「
奇
節
」
の
語
を
使
う
が
、
そ
れ
は
例
え
ば
「
人
に
越
え

た
節
操
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
菅
野
礼
行
・
国
金
海
二
『
漢
文
名
作
選
５

日

本
漢
文
』、
一
九
八
四
・
八
・
一
、
大
修
館
書
店
）。
こ
の
場
合
は
、「
奇
」
に
は

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
無
い
。
ま
さ
に
「
優
れ
た
」「
類
い
ま
れ
な
」
な

の
で
あ
る
。
碑
文
の
末
尾
に
お
い
て
も
、「
喜
剣
之
死
固
奇
矣
。
伯
基
（
＊

碑
を
建
て
よ
う
と
考
え
た
中
西
伯
基
）
此
挙
亦
奇
也
。
独
恨
余
文
不
奇
耳
」
と

「
奇
」
の
文
字
が
連
な
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
「
奇
」
は
明
治
二
十
年
代
で
あ
っ

た
の
な
ら
、「
狂
」
の
文
字
に
置
き
換
わ
る
内
実
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
頃
の
若
者
だ
っ
た
漱
石
の
心
情
そ
の
も
の
で
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
正
に
、「
狂
な
る
か
な
狂
な
る
か
な
僕
狂
に
く
み
せ
ん
」

（
一
八
九
一
・
四
・
二
〇
付
、
正
岡
子
規
宛
）
で
あ
る２
。

２
　「
奇
」
と
「
気
節
」
の
間

　
「
烈
士
喜
剣
碑
」
の
存
在
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
業
績

に
、
岩
波
書
店
版
『
漱
石
全
集
』
完
成
に
挺
身
し
た
秋
山
豊
氏
の
『
漱
石
の

森
を
歩
く
』（
二
〇
〇
八
・
三
・
五
、
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
）
の
一
章
が
あ
る
。
林

鶴
梁
の
「
烈
士
喜
剣
碑
」
に
漱
石
が
言
及
し
た
も
の
に
、
一
八
九
六
年
（
明

治
二
九
）
十
一
月
の
俳
句
「
初
冬
や
刻
む
や
烈
士
奇
剣
の
碑
」（「
子
規
に
送
り

た
る
句
稿
二
十
二
十
八
句
」
の
一
句
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
古
く
は
、
一
八
九
一

年
（
明
治
二
四
）
十
一
月
七
日
と
十
日
の
二
通
の
正
岡
子
規
宛
書
簡
が
存
在

す
る
こ
と
を
紹
介
し
、
意
味
づ
け
て
い
る
。
俳
句
は
、
同
じ
句
稿
に
「
冬
来

た
り
袖
手
し
て
書
を
傍
観
す
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
時
『
鶴
梁
文
鈔
』
で
も

読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
（
因
み
に
、
こ
の
本
の
名
は
歿
後
に
残
さ
れ
た
漱
石
蔵

書
の
リ
ス
ト
に
は
な
い
）。
そ
れ
以
上
に
、
結
婚
半
年
後
の
こ
の
頃
、
漱
石
が

忘
れ
ら
れ
な
い
小
文
『
人
生
』（
一
八
九
六
・
一
〇
・
一
「
龍
南
会
雑
誌
」）
を
書

い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
気
持
が
高
ま
り
、
何
か
を
見
据
え
よ
う
と

す
る
時
、
こ
の
文
章
が
思
い
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

秋
山
氏
が
注
目
す
る
の
は
、「
気
節
論
」
を
展
開
し
た
、
若
き
日
の
子
規

宛
書
簡
の
存
在
で
あ
る
。
漱
石
は
、
十
一
月
七
日
付
の
書
簡
で
、
子
規
に
対

し
て
「
気
節
」
の
語
の
意
味
を
論
じ
、「
そ
も
気
節
と
申
す
は
己
に
一
個
の

0

0

0

見
識
0

0

を
具
へ
て
造
次
顚
沛
の
際
に
も
是
を
応
用
し
其
一
生
を
貫
徹
す
る

0

0

0

0

0

0

0

の
謂

に
候
得
ば
其
人
の
気
節
の
有
無
は
其
人
の
前
後
を
通
観
せ
ず
候
て
は
全
体
上

其
人
の
行
為
が
其
人
の
主
義
と
並
行
す
る
や
否
や
は
判
じ
難
き
か
と
存
じ

候
」（
傍
点
中
島
）
と
記
し
て
い
る
。
秋
山
氏
の
理
解
は
、
子
規
の
手
紙
（
こ

れ
は
現
存
し
な
い
）
に
展
開
さ
れ
て
い
た
「
気
節
論
」
に
つ
い
て
、「
そ
れ
が

非
常
に
不
用
意
か
つ
平
板
の
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
漱
石
に
は
カ
チ
ン
と
来

た
。
漱
石
の
傾
向
と
し
て
、
論
証
さ
れ
な
い
精
神
論
に
は
敏
感
に
反
応
す
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
子
規
は
漱
石
に
書
き
送
っ
た
手
紙
に
、
折
か
ら
刊
行

さ
れ
た
鈴
木
光
次
郎
編
輯
の
『
明
治
豪
傑
譚
』（「
巻
之
一
」
一
八
九
一
・
一
〇
・

二
三
、「
巻
之
二
」
一
〇
・
二
一
、
東
京
堂
、
の
ち
「
巻
之
三
」
を
刊
行
一
二
・
二
〇
）

を
、
日
付
か
ら
み
て
、
一
冊
な
い
し
二
冊
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
面
白
い
か

ら
読
ん
で
み
ろ
、
と
い
う
気
持
だ
。
が
、
漱
石
は
、
そ
の
本
に
描
か
れ
た
人
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物
に
「
豪
傑
」
性
を
全
く
感
じ
ず
、
子
規
の
安
易
な
理
解
に
反
論
す
る
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
が
、
三
日
後
の
、
十
日
付
の
手
紙
に
お
け
る
更
な
る
議
論
に
発
展
す

る
わ
け
だ
。
実
は
、
そ
の
手
紙
に
喜
剣
の
例
が
出
て
来
て
お
り
、「
喜
剣
の

主
義
長
生
に
あ
れ
ば
墓
前
に
死
す
る
は
節
を
損
し
た
る
な
り
喜
剣
の
主
義
任

侠
に
あ
れ
ば
墓
前
に
死
す
る
は
節
を
全
ふ
し
た
る
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
墓
前
で
自
決
す
る
の
は
一
時
の
気
ま
ぐ
れ
で
は
な
く
、
そ
の
行

為
に
喜
剣
の
生
涯
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
因
み
に
『
明

治
豪
傑
譚
』
に
は
、
喜
剣
に
触
れ
た
文
章
は
見
当
た
ら
な
い
。

気
節
は
（
己
の
見
識
9

9

を
貫9

き
通
す
）
事
と
申
し
上
候
積
り
。

　

こ
の
書
簡
の
一
節
が
、
若
き
日
の
漱
石
の
姿
勢
だ
っ
た
。
喜
剣
の
名
を
出

す
こ
と
で
、
漱
石
は
か
つ
て
読
ん
だ
鶴
梁
の
文
章
に
隠
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蘇
ら
せ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

子
規
と
漱
石
の
こ
う
し
た
や
り
取
り
よ
り
少
し
前
に
、
喜
剣
に
関
心
を

持
っ
た
文
学
者
が
い
た
。『
文
学
論
』
の
た
め
の
ノ
ー
ト
に
名
前
が
出
て
い

た
「
露
伴
」
で
あ
る
。
秋
山
氏
は
、「
ど
ん
な
脈
絡
か
ら
発
し
た
の
か
つ
ま

び
ら
か
に
し
な
い
」
と
す
る
が
、
徳
田
武
氏
に
よ
っ
て
露
伴
の
『
奇
男
児
』

（
一
八
八
九
・
一
一
・
一
三
〜
一
八
「
読
売
新
聞
」）
が
、「
烈
士
喜
剣
碑
」
を
典
拠

と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る３
。徳
田
氏
の
言
う
よ
う
に
、「
露

伴
の
精
神
の
内
部
に
気
節
の
士
と
し
て
の
要
素
が
含
有
さ
れ
て
い
る
」
の
は

確
か
だ
が
、
奇
剣
を
描
く
行
文
に
工
夫
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、「
吁
吾
死
哉
」

の
四
文
字
が
作
中
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
文
の
凝
縮
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、『
奇
男
児
』
の
末
尾
で
、「
或
夜
泉
岳
寺
に
入
り
、
大
石
が
墓
前

に
端
坐
し
、
一
通
の
遺
書
残
す
事
も
な
く
、
朱
鞘
に
記
せ
し
何
時
に
て
も
死

申
候
丈
け
を
遺
品
に
、
腹
割
剖
き
て
音
も
な
く
死
し
た
る
後
は
、
碑
に
奇
剣

の
名
の
み
お
ぼ
ろ
に
、
松
杉
暗
く
月
光
弱
し
二
百
年
の
春
の
夜
毎
」
と
し
て

も
、
弱
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ノ
ー
ト
の
記
載
か
ら
、
漱
石
が
こ
の
露
伴
の
作
品
を
知
っ
て
い
た
可
能
性

は
大
き
い
が
、
問
題
は
ノ
ー
ト
に
あ
る
「
皆
写
真
ナ
ラ
ズ
」
の
一
節
に
違
い

な
い
。ノ
ー
ト
の
表
題
は
、「Realism

 and Idealism
 (Iluusion)

」
だ
っ
た
。

こ
こ
で
言
う
「
写
真
」
は
、「Realism

」
と
つ
な
が
り
、「
写
実
」
の
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。が
、「
烈
士
喜
剣
碑
」
の
骨
格
は
「
写
実
」

で
は
な
く
、「Iluusion

」
と
も
言
え
る
感
情
の
ほ
と
ば
し
り
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
「Ideealism

」
に
近
い
も
の
だ
。『
鶴
梁
文
鈔
』
で
は
、「
於
是
展

左
脚
。
盛
魚
膾
数
臠
于
脚
指
頭
。
使
良
雄
食
之４
」
の
部
分
の
上
部
欄
外
に
、

「
森
田
節
斎
曰
写
生
写
生
」
の
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
森

田
節
斎
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
写
生
」
に
は
程
遠
い
、
普
通
の
措
辞
だ
と
思

わ
れ
る
。
部
分
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い
、
文
章
全
体
を
貫
通
す
る
創
作

の
凝
縮
度
、
言
葉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
こ
こ
で
漱
石

に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、「
皆
写
真
ナ
ラ
ズ
」
の

一
節
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

３
　「
気
節
」
か
ら
「
趣
」
へ

　
『
鶴
梁
文
鈔
』
を
読
む
態
度
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
が
生
ず
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
林
鶴
梁
に
深
く
親
し
ん
だ
も
う
ひ
と
り
の
近

代
の
文
学
者
と
し
て
、
漱
石
よ
り
十
三
歳
年
下
の
永
井
荷
風
の
名
は
忘
れ
ら

れ
な
い
。

　

荷
風
は
、『
葷
斎
漫
筆
』
の
一
節
（
一
九
二
五
・
六
・
一
「
女
性
」）
で
林
鶴
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梁
を
取
り
上
げ
、
そ
の
魅
力
と
人
と
な
り
を
描
く
。『
荷
風
随
筆
』（
一
九
三

三
・
四
・
二
八
、
中
央
公
論
社
）
収
録
の
時
加
筆
が
あ
り
、
そ
の
後
も
手
入
れ

が
な
さ
れ
た
。
資
料
を
踏
ま
え
た
文
章
な
の
で
、
以
下
の
引
用
は
最
終
仕
上

げ
の
本
文
を
底
本
と
し
た
『
荷
風
全
集
』
第
十
五
巻
（
一
九
六
三
・
一
一
・
一

二
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。

　
「
女
性
」
連
載
の
こ
の
一
回
分
の
部
分
の
後
半
で
、
荷
風
は
鶴
梁
伝
と
で

も
言
う
べ
き
、
鶴
梁
の
生
涯
を
素
描
す
る
一
節
を
置
い
て
い
る
。
麻
布
澄
泉

寺
の
墓
か
ら
説
き
起
こ
し
、
幕
末
の
生
涯
、
そ
し
て
明
治
の
世
に
な
っ
て
か

ら
の
鶴
梁
の
姿
勢
を
紹
介
す
る５
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
荷
風
が
鶴
梁
の

も
う
一
つ
の
有
名
な
文
章
「
与
小
松
生
論
出
処
書６
」
の
一
説
を
引
用
し
て
骨

子
を
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
荷
風
が
鶴
梁
の
文
章
を
引
用

し
て
い
る
か
、
見
て
お
き
た
い
。

　

其
「
小
松
生
ニ
与
ヘ
テ
出
処
ヲ
論
ズ
ル
ノ
書
」
を
見
る
に
、「
出
処

進
退
ハ
士
ノ
大
節
ナ
リ
。
前
ニ
徳
川
氏
ヲ
以
テ
則
チ
退
キ
、
後
ニ
王
朝

ヲ
以
テ
則
チ
進
ム
。
是
卑
キ
ヲ
去
ツ
テ
尊
キ
ニ
就
ク
ナ
リ
。
啻
ニ
節
ヲ

徳
川
氏
ニ
失
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
罪
ヲ
朝
廷
ニ
獲
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
。
中略

他
日
国
家
大
日
本
史
ノ
撰
ヲ
続
ク
ル
コ
ト
有
ラ
ン
カ
、
幸
ニ
名
ヲ
其
将

軍
家
臣
伝
ノ
末
ニ
列
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
バ
則
足
レ
リ
。」
と
。
何
ぞ

其
の
言
の
悲
壮
0

0

な
る
や
。 

（
傍
点
中
島
）

　
「
与
小
松
生
論
出
処
書
」
は
、「
風
霜
凛
然
と
し
て
、
頑
夫
も
廉
に
儒
夫
も

立
た
し
む
る
概
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
三
浦
叶
「
明
治
の
漢
文
」、『
明
治

文
学
全
集
62 

明
治
漢
詩
文
集
』
所
収
）
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
あ
る
激
し
さ
が
あ

る
。
文
章
の
後
半
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
も
見
え
、
そ
の
気
概
が
知
ら
れ
よ

う
。
書
き
下
し
の
形
で
紹
介
す
る
。

　

今
自よ

り
死
に
至
る
の
年
ま
で
、
堅
臥
し
て
起
た
ず
、
以
て
一
暝
棺
を

蓋
う
を
期
せ
使
む
る
も
、
顧
み
て
可
な
ら
ず
乎
。

　

わ
た
く
し
は
、
こ
の
一
節
を
書
き
写
し
な
が
ら
、
漱
石
が
最
も
気
概
が
強

か
っ
た
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
の
書
簡
の
有
名
な
一
節
に
通
じ
る
も

の
を
感
じ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
部
分
だ
。

　

功
業
は
百
歳
の
後
に
価
値
が
定
ま
る
。（
中
略
）
余
は
吾
文
を
以
て

百
代
の
後
に
伝
へ
ん
と
欲
す
る
の
野
心
家
な
り
。

 

（
一
九
〇
六
・
一
〇
・
二
一
付
、
森
田
草
平
宛
）

　

僕
は
一
面
に
於
て
俳
諧
的
文
学
に
出
入
す
る
と
同
時
に
一
面
に
於
て

死
ぬ
か
生
き
る
か
、
命
の
や
り
と
り
を
す
る
様
な
維
新
の
志
士
の
如
き

烈
し
い
精
神
で
文
学
を
や
つ
て
見
た
い
。
そ
れ
で
な
い
と
何
だ
か
難
を

す
て
ゝ
易
に
つ
き
劇
を
厭
ふ
て
閑
に
走
る
所
謂
腰
抜
文
学
者
の
様
な
気

が
し
て
な
ら
ん 

（
同
一
〇
・
二
六
付
、
鈴
木
三
重
吉
宛
）

　

も
と
よ
り
荷
風
は
、
大
き
な
仕
草
で
鶴
梁
を
顕
彰
し
よ
う
と
は
し
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
表
現
を
並
べ
て
み
る
と
、
林
鶴
梁
と
漱
石
と
荷
風
の
間

に
、
何
ら
か
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
正
に
、「
何

ぞ
其
の
言
の
悲
壮
な
る
や
」
で
あ
る
。

　
「
女
性
」
連
載
で
は
、『
葷
斎
漫
筆
』
は
前
月
の
掲
載
は
無
く
、
そ
の
直
前

は
四
月
号
（
四
・
一
）
で
あ
る
。
実
は
そ
の
部
分
の
最
後
で
記
さ
れ
て
い
る

の
が
、
赤
穂
義
士
の
こ
と
、
高
輪
泉
岳
寺
の
義
士
木
像
に
つ
い
て
な
の
で
あ

る
。
そ
の
部
分
を
書
き
な
が
ら
、
荷
風
に
林
鶴
梁
の
文
章
が
想
起
さ
れ
た
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
す
ぐ
に
書
か
れ
た
六
月

号
の
部
分
が
、こ
れ
ま
で
見
て
き
た
鶴
梁
の
気
概
に
つ
い
て
で
は
な
く
、『
鶴

梁
文
鈔
』
の
別
の
文
章
、「
巻
十
」
所
載
の
「
麻
溪
紀
勝
」
と
い
う
一
文
（
一
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八
六
二
執
筆
）
の
風
趣
に
つ
い
て
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
後
半
で
展
開
す
る
「
何
ぞ
其
の
言
の
悲
壮
な
る
や
」
の
前
に
、
全

く
別
の
内
容
を
書
き
記
す
の
だ
。

　

そ
こ
に
こ
そ
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
五
月
に
麻
布
市
兵
衛
町
の
「
偏

奇
館
」
に
居
を
定
め
て
か
ら
の
、
荷
風
の
立
ち
位
置
が
あ
っ
た
。

　

林
鶴
梁
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
は
、
最
初
の
方
で
「
麻
溪
紀
勝
」
の
紹

介
か
ら
始
ま
る
。

　

林
鶴
梁
は
（
中
略
）
嘉
永
安
政
の
交
幕
府
の
代
官
な
り
。
麻
布
谷
町

南
部
坂
下
に
住
し
、
其
の
邸
内
に
多
く
梅
花
を
植
ゑ
、
扁
し
て
梅
花
深

処
と
い
ひ
ぬ
。
鶴
梁
が
麻
溪
紀
勝
は
麻
布
谷
町
近
傍
の
岡
阜
溪
谷
の
風

光
を
称
美
し
た
る
も
の
に
し
て
、
竊
に
王
右
軍
が
山
陰
の
勝
に
擬
し
た

り
。
谷
町
は
市
兵
衛
町
と
相
接
す
。
予
家
を
市
兵
衛
町
に
卜
し
移
り
住

み
て
よ
り
既
に
五
年
な
り
。
今
た
ま
〳
〵
麻
溪
紀
勝
を
よ
む
に
及
ん

で
、
五
年
来
旦
暮
目
に
せ
し
所
の
窗
前
門
外
の
風
景
は
、
悉
く
鶴
梁
が

紀
中
の
も
の
た
り
し
を
知
り
ぬ
。

　

こ
う
し
た
説
明
は
自
然
で
あ
り
、
荷
風
が
鶴
梁
の
文
章
の
自
然
描
写
か
ら

入
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
充
分
納
得
が
い
く
。
そ
の
根
源
に
「
興
趣
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
こ
と
は
、「
予
が
日
々
漫
歩
散
策
の
興
趣
0

0

は
之
が
た
め
に
お
の

づ
か
ら
亦
新
な
る
こ
と
を
得
た
り
。
則
眼
前
の
光
景
に
対
照
す
る
に
名
家
の

文
を
持
て
し
、
独
り
自
ら
嬉
し
む
と
云
ふ
」（
傍
点
中
島
）
と
い
う
興
味
深
い

一
節
か
ら
も
理
解
出
来
よ
う
。
外
部
と
の
繋
が
り
を
、
い
ち
ど
「
興
趣
」
と

い
う
情
感
の
世
界
に
溶
解
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
世
界
を
作
り
出
す
の
で

あ
る
。

　

荷
風
の
文
章
は
、
麻
布
の
風
景
を
「
見
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て

実
際
に
「
歩
く
」
こ
と
で
、
見
え
る
も
の
を
現
実
化
す
る
の
だ
。
そ
れ
は
、

例
え
ば
「
烈
士
喜
剣
碑
」
と
い
う
文
章
を
読
む
の
と
は
、
全
く
違
っ
た
体
験

で
あ
る
。

　

赤
坂
霊
南
坂
を
上
る
や
、
一
路
髪
の
如
く
東
に
走
り
、
や
が
て
南
に

迂
曲
し
て
三
河
台
六
本
木
の
辺
に
通
ず
。
之
を
麻
布
市
兵
衛
町
の
通
衢

と
な
す
。
路
傍
に
老
桜
数
株
鬱
然
と
し
て
繁
茂
す
る
処
、
左
側
に
赤
き

煉
瓦
塀
、
右
側
に
白
き
石
墻
あ
り
。
紅
白
相
対
し
て
路
を
挟
む
こ
と
凡

一
町
余
り
な
り
。
赤
き
煉
瓦
塀
は
宮
内
省
御
用
邸
に
し
て
、
往
古
は
奥

州
八
戸
の
城
主
南
部
遠
江
守
の
上
屋
敷
な
り
き
。
丸
に
向
鶴
の
定
紋
打

付
け
た
る
長
屋
門
今
尚
在
り
。
白
き
石
塀
は
旧
小
田
原
藩
の
支
封
大
久

保
長
門
守
の
邸
址
に
し
て
、
今
は
素
封
家
住
友
氏
の
別
墅
な
り
。
鉄
門

石
墻
巍
然
と
し
て
城
郭
の
如
く
、
円
林
茂
密
し
て
台
宅
を
包
む
。

　
「
気
節
」
が
「
意
」
の
世
界
と
の
緊
張
関
係
と
す
る
な
ら
、
こ
う
し
た
描

写
を
支
え
る
の
は
正
確
な
感
覚
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
「
情
」
の
世
界
に
違

い
な
い
。
財
閥
の
「
別
墅
」
を
見
て
も
、
そ
れ
へ
の
批
判
は
生
ま
れ
な
い
。

眼
の
前
の
世
界
と
、
昔
描
か
れ
た
「
麻
溪
紀
勝
」
の
文
章
を
対
応
さ
せ
る
と

い
う
「
知
」
の
活
動
が
そ
こ
に
加
わ
る
。
そ
こ
に
生
ま
れ
る
の
が
「
興
趣
」

で
あ
り
、
そ
の
一
語
は
少
し
先
で
は
、「
風
趣
」「
幽
趣
」
な
ど
の
語
に
置
き

換
え
ら
れ
て
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
『
葷
斎
漫
筆
』
の
鶴
梁
に
つ
い
て
の
文
章
で
は
、
場
所
へ
の
眼
差
し
の
他

に
、
描
か
れ
た
植
物
や
山
の
手
の
変
化
に
富
ん
だ
地
形
に
関
す
る
言
及
が
注

意
さ
れ
る
。特
に
、参
謀
本
部
陸
軍
測
量
局
地
図
（
一
八
八
三
測
量
、一
八
八
七
・

八
出
版
）
を
実
際
の
場
所
と
対
応
さ
せ
る
と
、
荷
風
の
描
写
が
さ
ら
に
光
り

輝
く
。
こ
の
地
図
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
等
高
線
が
は
っ
き
り
と
出
て
い
る
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一
万
分
の
一
地
形
図
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
急
激
な
土
地
開
発
で
、
現
在
は
全

く
違
っ
た
風
景
が
描
き
出
さ
れ
る
が
、
荷
風
の
描
写
を
た
ど
る
に
は
う
れ
し

い
資
料
だ
。
掲
出
部
分
の
最
上
部
に
、
鶴
梁
の
墓
の
あ
る
澄
泉
寺
、
坂
の
途

中
の
道
源
寺
や
西
光
寺
の
名
も
、
谷
町
・
箪
笥
町
・
市
兵
衛
町
な
ど
の
町
名

も
探
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
中
央
部
分
の
●
を
付
し
た
の
が
、
荷
風
の
家

「
偏
奇
館
」
の
場
所
で
あ
る
。

　

麻
布
谷
町
よ
り
箪
笥
町
市
兵
衛
町
の
辺
、
地
勢
の
起
伏
す
る
こ
と
波

濤
の
如
く
、
懸
崖
の
半
腹
に
は
今
日
と
雖
猶
篁
叢
雑
木
の
茂
密
せ
る
あ

り
。
崖
下
に
は
粛
然
た
る
環
堵
の
中
果
樹
菜
蔬
を
種
る
も
の
あ
り
。

　

正
に
、「
地
勢
の
起
伏
」
が
、
風
景
に
魅
力
を
与
え
て
い
る
。「
麻
溪
紀
勝

説
く
所
の
勝
景
猶
尠
し
と
な
さ
ず
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
魅
力
的
な
場
所

や
点
景
は
多
く
、「
勝
景
」
に
は
事
欠
か
な
い
。
そ
の
中
で
印
象
的
な
の
が
、

植
物
の
世
界
で
あ
る
。「
辛
夷
」「
躑
躅
」「
桜
」「
公
孫
樹
」「
笑
靨
花
」
と

触
れ
ら
れ
て
い
る
植
物
を
た
ど
っ
て
み
て
も
、
荷
風
が
情
感
を
ど
う
い
う
小

道
具
に
よ
っ
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
か
が
理
解
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
漱
石
の
『
硝
子
戸
の
中
』
の
「
二
十
」（
一
九

一
五
・
二
・
二
「
東
京
朝
日
新
聞
」「
大
阪
朝
日
新
聞
」）
で
描
か
れ
た
、
馬
場
下

か
ら
神
楽
坂
に
至
る
道
の
風
景
で
あ
る
。「
私
の
頭
に
染
み
込
ん
で
ゐ
る
」

と
い
う
光
景
は
、
こ
う
描
か
れ
る
。

　

其
位
不
便
な
所
で
も
火
事
の
虞
は
あ
つ
た
も
の
と
見
え
て
、
矢
つ
張

町
の
曲
り
角
に
高
い
梯
子
が
立
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
其
上
に
古
い
半

鐘
も
型
の
如
く
釣
る
し
て
あ
つ
た
。
私
は
斯
う
し
た
有
の
儘
の
昔
を
よ0

く
思
い
出
す

0

0

0

0

0

。
其
半
鐘
の
す
ぐ
下
に
あ
つ
た
小
さ
な
一
膳
飯
屋
も
お
の

づ
と
眼
先
に
浮
か
ん
で
来
る
。
縄
暖
簾
の
隙
間
か
ら
あ
た
ゝ
か
さ
う
な

煮
〆
の
香
が
煙
と
共
に
往
来
へ
流
れ
出
し
て
、
そ
れ
が
夕
暮
の
靄
に
融

け
込
ん
で
行
く
趣
な
ど
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
私
が
子
規
の
ま
だ

生
き
て
ゐ
る
う
ち
に
、「
半
鐘
と
並
ん
で
高
き
冬
木
哉
」
と
い
ふ
句
を

作
つ
た
の
は
、
実
は
此
半
鐘
の
記
念
の
た
め
で
あ
つ
た
。 （
傍
点
中
島
）

　

想
起
さ
れ
た
「
半
鐘
」「
冬
木
」
は
、
荷
風
が
描
く
よ
う
な
、
あ
る
身
体

性
を
持
っ
た
実
体
の
あ
る
点
景
で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
俳
句
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と
い
う
表
現
の
中
で
定
着
さ
れ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
生
き
て
き
た
よ
う
に

思
う
。
そ
れ
は
、「
趣
」
の
世
界
で
の
心
の
動
か
し
方
で
あ
ろ
う
。「
麻
溪
紀

勝
」
と
の
つ
な
が
り
で
は
、
漱
石
と
の
接
点
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

「
趣
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
あ
る
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

注（
１

）　
『
百
家
説
林
』
を
め
ぐ
る
体
験
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
近
代
文
学
に
み
る
感

受
性
』（
一
九
九
四
・
一
〇
・
二
一
、
筑
摩
書
房
）
の
「
４

章
」
で
考
え
た
。

（
２

）　
「
狂
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
著
の
「
５

章
」
参
照
。

（
３

）　
「﹁
奇
男
児
﹂
と
﹁
烈
士
奇
剣
碑
﹂」（
一
九
八
五
・
三
・
一
「
明
治
大
学
教
養

論
集
」
一
七
九
、
の
ち
『
近
世
近
代
小
説
と
中
国
白
話
小
説
』〈
二
〇
〇
四
・

一
〇
・
一
二
、
汲
古
書
院
〉
所
収
）。

（
４

）　

既
出
『
漢
文
名
作
選
』
の
読
み
下
し
を
記
し
て
お
く
。「
是
に
於
い
て
左
脚

を
展
べ
、
魚
膾
数
臠
を
脚
の
指
頭
に
盛
り
、
良
雄
を
し
て
之
を
食
ら
は
し
む
」。

（
５

）　

幕
末
の
一
時
期
（
一
八
四
三
〜
一
八
六
一
）
の
鶴
梁
の
日
常
を
伝
え
る
日
記

が
、『
林
鶴
梁
日
記
』
全
六
巻
（
二
〇
〇
二
・
七
・
三
〇
〜
二
〇
〇
三
・
一
〇
・

一
〇
、
日
本
評
論
社
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
の
保
田
晴
男
「
解

説
」
も
示
唆
に
富
む
。

（
６

）　
『
明
治
文
学
全
集
62
明
治
漢
詩
文
集
』（
神
田
喜
一
郎
編
、
一
九
八
三
・
八
・

二
五
、
筑
摩
書
房
）
に
は
、
鶴
梁
の
作
品
と
し
て
こ
の
一
編
が
と
ら
れ
て
い
る
。

原
文
及
び
書
き
下
し
を
収
載
。

※
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
一
日
の
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
で
の
同
題
の
講

演
を
出
発
点
に
し
、
論
旨
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
当
た
り
、
何

人
も
の
方
か
ら
ご
教
示
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。（
二
〇
一
九
・
四
・
二
四
）

新
　
刊
　
紹
　
介

植
田
康
夫
・
紅
野
謙
介
・
十
重
田
裕
一
編

『
岩
波
茂
雄
文
集
』
全
三
巻

　

本
書
は
、
岩
波
茂
雄
が
上
京
し
た
中
学
時
代
か

ら
死
去
ま
で
の
書
信
、
文
章
、
座
談
会
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
の
発
言
等
、
三
百
八
十
一
篇
の
作
品
と

付
録
二
篇
を
収
録
し
て
い
る
。
各
巻
で
は
編
者
が

収
録
作
品
を
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
岩
波
の
経
歴

や
彼
の
周
辺
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。

　

第
一
巻
の
収
録
内
容
は
、
上
京
前
の
一
八
九
八

年
か
ら
、
欧
米
旅
行
を
し
た
一
九
三
五
年
ま
で
の

作
品
で
あ
り
、「
教
師
か
ら
本
屋
へ
」、「
岩
波
文

庫
の
誕
生
」、「
創
業
二
〇
年
と
岩
波
全
書
」、「
欧

米
視
察
旅
行
へ
」
と
い
う
題
で
四
部
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。

　

第
二
巻
で
は
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
四
一
年

ま
で
の
作
品
を
収
録
し
、「
科
学
の
普
及
を
目
指

し
て
」、「
日
中
戦
争
と
岩
波
新
書
」、「『
出
版
新

体
制
』
の
な
か
で
」
の
三
部
に
整
理
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
外
遊
の
見
聞
に
基
づ
く
文
章
が
多

く
、
出
版
人
と
し
て
戦
争
に
触
れ
る
言
論
も
多
見

で
あ
る
。

　

第
三
巻
で
は
、
一
九
四
二
年
か
ら
没
年
で
あ
る

一
九
四
六
年
ま
で
、
つ
ま
り
太
平
洋
戦
争
中
と
戦

後
一
年
に
お
け
る
作
品
を
収
録
し
て
お
り
、「
戦

時
体
制
下
の
出
版
人
」、「
貴
族
議
員
と
な
る
」、

「『
文
化
の
配
達
夫
』」
の
題
で
分
類
す
る
。
ま
た
、

年
代
未
詳
の
作
品
も
ま
と
め
ら
れ
収
録
さ
れ
て
い

る
。
本
巻
の
最
後
に
は
年
譜
を
加
え
る
。

　

本
書
は
岩
波
の
作
品
を
全
面
的
に
収
録
し
て
い

る
文
集
で
あ
り
、
岩
波
茂
雄
や
岩
波
書
店
を
研
究

す
る
た
め
に
、
必
備
の
書
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
〇
一
七
年
三
月　

岩
波
書
店　

Ｂ
５

判　

平

均
四
一
六
頁　

本
体
各
四
二
〇
〇
円
）〔
簡
君
雅
〕


